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通告順 
議 席 2 番 奥山 雅貴 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 1 

１．農家、町民への取り組みについて 

① 令和４年度に町長が本町、本島の為に新たに交付された助成金、補助金の交付

件数、交付総額を伺います。 

② 和牛オリンピックで鹿児島県が総合優勝の成績を収めました。コロナの影響、

外国の紛争、円安などの影響だと思われる子牛価格の下落に対する町独自の助

成対策は考えているのか。 

③ マインナンバーカードを取得したら２万円分のマイナポイントが付与される

が使い方について多くの町民が理解していない。使い方について説明するべき

ではないか。 

④ 物価高騰で町民生活が大変苦しい状況にあります。がんばる知名町応援券は助

かりますが、他の対応策を伺います。 

 

２．学校教育について 

① ９月定例会で下平川小学校 PTA が負担し設置している拡張机を紹介しまし

た。教育長はすぐやりますと前向きな答弁でした。知名小、知名中は教室と生

徒数の関係で別タイプを考えていると伺いました。すべての学校への設置完了

日はいつか伺います。 

② 学校訪問で初めてタブレットを使用した授業を見学しました。生徒達も真剣に

取り組んでいました。私も凄いと思いました。そこで、タブレットを使用した

授業での児童生徒や先生からどのような意見等が寄せられていますか。 
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３．新庁舎について  

① 新庁舎建設の見積りがコロナ前の設計金額と聞きました。この２年で建築資材

が高騰していますが、現在の建築資材価格に対応できるのか。再度変更契約を

行うか伺います。 

② 駐車場の点字ブロックは看板などの障害物を避けて安全を確保しているのか。

また、庁舎内は通路真ん中ではなく手摺側や壁側に設置予定か伺います。 

③ 盲導鈴の設置は何処に設置し、何ヵ所の予定か伺います。 

 

 

メ モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 3 - 
 

通告順 
議 席 11番 今井 吉男 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 2 

１．「おきえらぶフローラルホテル」の経営立て直しと町内商工業の活性化

策について 

① 知名町のシンボル的存在の「おきえらぶフローラルホテル」は、旧国民宿舎「え

らぶ荘」の老朽化に伴う、廃業か再建かの検討の末、当時の日吉町長が、「知

名町への交流人口増加と、商工業の活性化には、町内にホテルは必要！」との、

強い思いのもと、平成８年４月に町内唯一のホテルがオープンしました。今井

町長は、おきえらぶフローラル株式会社代表取締役社長としてどのような「思

い」でフローラルホテルを位置づけているのか伺う。 

② 「おきえらぶフローラルホテル」は、新型コロナ感染症の感染拡大の影響を受

けて、宿泊客やホテルとフローラル館の利用者減少による経営悪化が続いてい

る。特にフローラル館での結婚披露宴は、令和元年１２月から令和４年９月ま

での３年間１組も無かった。しかし、その間に島外に出向いての結婚式は数組

ありました。フローラルホテルの経営立て直しには、町の全面的支援協力が必

要だと考えますが、町長の考えを伺う。 

③ フローラルホテルは、新型コロナ感染症の影響を受けて、経営悪化を理由に、

ホテル職員への夏季賞与（ボーナス）は支給されませんでした。職員は、コロ

ナ禍でも、各種企画やイベントを開催して、経営立て直しに努力しています。

ホテル職員４２名（パート・アルバイト含む）には家族がいます。新年に向け

最低でも、子ども達へのお年玉や餅代の支給ができないか。 

 

２．役場新庁舎建設について 

① 役場新庁舎建設（総事業費約２０億円）は、１１月 7 日に安全祈願祭と起工

式が開催され、令和 5 年 11 月完成予定ですが、令和 3 年第 4 回定例会（１

２月 14 日）の一般質問において、「町内業者育成の観点から、本体工事と電

気や設備等工事は分離発注すべき。」との質問に対する町長答弁は、「基本的に

は、分離発注を考えている。」とのことでした。しかし、実際の発注は、1 工

区と 2 工区とも一括発注でした。一括発注に至った明確な理由を伺う。 
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② 新庁舎建設は、結果的に一括発注になりましたが、受注した建設会社に対し、

電気や設備等の工事は町内業者を参加させることを要請できないか。 

③ 国・県においては、公共工事について、官公需法等に基づき、分離発注方式の

推進を要請しています。大島郡内で一括発注方式を導入している自治体は知名

町と喜界町だけです。今後の公共工事においては、分離発注方式を導入すべき

ではないか。 

 

３．公用車、特に「認定こども園」の送迎車管理について 

公用車、特に「認定こども園」の送迎車は、導入以降屋外に雨ざらし状態で駐

車、車体の絵文字がサビ等で一部消えているので、車庫の設置はできないか。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議 席 1 番 福川 勝久 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ３ 

１．給食費無償化について 

令和 4 年度知名町一般会計補正予算（第 4 号）で子育て支援給食費軽減事業費

（地方創生）で令和 4 年 12 月から令和 5 年 3 月までの給食費の保護者負担を

なくすため、給食費臨時扶助費が 8，763 千円計上されました。保護者からは来

年度以降の無償化を望んでいる意見が多数あります。令和５年４月からも給食費

の無償化はできないでしょうか。 

 

２．脱カーボンについて 

① 脱炭素社会を実現するためには、産学官連携が必要だと思いますが本町はどの

ような取り組みをされていますか。 

② １１月１日に第２回脱炭素先行地域として２０地域が選定されましたが、本町

の事業計画については策定されているのか。 

③ 脱炭素先行地域事業に関わる職員、人材が不足していると思います。先行地域

としてこれからモデル地域、見本となるので、温暖化対策推進課を設置すべき

だと思います。 

 

３．保育料について 

本町では 3 歳児以上の保育料は無償化となっております。課税対象世帯の３歳

児未満で第２子以降の保育料の無償化はできないでしょうか。 
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通告順 
議 席 9 番 西 文男 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ４ 

１．町政全般について  

① 令和４年度の奄美群島振興交付金当初予算はいくらか。また、奄美群島成長戦

略推進交付金当初予算はいくらか伺う。 

② 奄美群島の各市町村の奄美群島振興交付金、奄美群島成長戦略推進交付金の各

市町村の交付金はどれ位か伺う。 

③ 知名町で奄美群島振興交付金そして奄美群島成長戦略推進交付金を活用した

事業は具体的にどの事業か伺う。 

④ 知名町は今後、奄美群島振興交付金及び奄美群島成長戦略推進交付金を活用し

て町民が安心安全で暮らし、町民の全世代に対する福祉の充実を図る事業を推

進して行くか伺う。 

⑤ 知名町内２１集落の内、小売店がある集落は１０集落で、小売店がない集落は

１１集落有ります。高齢者世帯等で特に食料等の買い物に行くことができない

買い物弱者対策はどうなっているのか伺う。 

⑥ 現在、ロシアによるウクライナ侵攻や、北朝鮮の度重なるミサイルの発射そし

て中国と台湾問題等、南西諸島が非常に緊迫した状況にあると思うが、有事の

際の具体的な避難計画はどうなっているのか伺う。 

 

２．子育て支援について  

① 国は経済対策の一環で出産・子育て支援で出産時に１０万円相当支給すると新

聞報道がありましたが、知名町は出産時の支援を具体的にどのような支給方法

で行うか伺う。 

② 県は結婚、妊娠、出産、子育ての希望がかなう社会の実現に向けて多子世帯保

育料等軽減事業があるが知名町の現状はどうなっているか伺う。 
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3．道路行政について 

県道国頭知名線の通学路になっている T マートからしらゆり保育園へ行くまで

の区間、現在、歩道設置がされてない通学路等になっており危険な状態が続いて

いる。今後の歩道設置等の計画はどうなっているか伺う。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議 席 ５ 番 窪田 仁 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ５ 

１．農業振興について 

おきのえらぶは、農業振興が重要だ !! 

① 町の有機・リサイクル液肥の成分分析はどうか。PH の低い液肥は作れないか。 

② 労働力不足の中にポテトハーベスターの導入がなかなか進まない。小型の掘り

取り機でポテカルゴの導入は図れないか。 

③ 花卉振興について、生産面積や生産額が減少しています。ハウス施設の導入が

資材の高騰や高齢化により増えません。低価格のハウスを両町で企画し農家が

導入しやすい事業にできないか伺います。 

④ 花卉生産振興に生産数を増やし持続可能な生産体系を目指してグラジオラス

球根の購入補助はできないか伺います。 

⑤ 花卉生産振興に生産数を増やし持続可能な生産体系を目指してゆり類の球根

の購入補助はできないか伺います。 

 

２．奄美群島振興交付金事業について 

① 奄振法延長に向けて、市町村要望の取りまとめで奄美群島から沖縄への航空運

賃支援の要望はできないか伺います。 

② 奄美群島から沖縄へ農産物の輸送コスト支援の要望はできないか伺います。 

 

３．道路整備について 

① 町道下平川吉川線は、道幅が狭くさとうきびの運搬車や大型車の交通に不便を

きたしています。道路拡張はできないか伺います。 

② 町道知名瀬利覚線は幹線道路です。周りに病院・介護施設・自衛隊官舎 2 棟・

住宅等ある中に舗装は劣化して危険です。ガードレール設置と道路舗装はでき

ないか伺います。 
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③ 県道にはみ出た高枝は、沖永良部バスの運行・重機の運搬車・さとうきびの運

搬車にあたると危険です。要望に対応できる窓口ができないか伺います。 

④ 農道にはみ出た高枝は危険です。要望に対応できる窓口ができないか伺いま

す。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議 席 3 番 城村 誠 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ６ 

１．南北広域連携関係人口創出事業について 

コロナ禍によりこれまで当たり前だった観光の在り方が大きく変化し、地域経

済を支える担い手獲得の可能性が広がっております。利尻町との連携により本町

の担い手不足解消のため「関係人口創出の窓口」と「地域の受け皿」を作る事業の

２年間の進捗状況を問います。 

① 情報媒体を活用した人材登録の推進と地元事業者の情報集積の現状はどうか。 

② 人材受け入れのため空き家の抽出と改修の現状はどうか。 

③ 役場機能からの独立を図るための中間支援組織の設立と運営の現状はどうか。 

④ 労働災害補償・社会保障等の事業者とのルール作りの現状はどうか。 

 

２．ケイビング（洞窟探検）における行政と事業者の連携について 

自然体験型観光はコロナ禍で密集が避けられる事もあり注目を集めている。長

期滞在になる事が多く消費額も高い傾向にある。本町のケイビングも人気を集め

ており、観光の目玉に成長している。より一層の観光客誘致と自然環境保護の側

面から行政の携わり方について問います。 

① 地主・周辺農家・地域住民への説明と理解は得られているか。 

② 関係車両駐車による交通障害の発生・苦情の対応は出来ているか。 

③ 入洞者増加による周辺・洞内の環境悪化が懸念されるが、事業者とのルール作

りが必要ではないか。 

 

３．第１次知名町債権管理計画について 

厳しい社会経済状況が続く中で、公共サービスを持続的に提供していくため財

政健全化の取り組みが必須である。人件費・経費の抑制・削減にも限界がある事か

ら、町自らの権限で徴収できる自主財源の確保のため第１次知名町債権管理計画

が策定されました。３ヶ年計画も半ばを過ぎ取り組みの成果を問います。 
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① 収納対策室の設置による債権管理の適正化と未収債権のある所管課のスキル

アップはなされたか。 

② 現年度分の滞納整理を強化した事による収納率向上と滞納繰越分の計画通り

の改善は見られるか。 

③ 納付窓口の拡大による納期内納付率向上と滞納改善の成果はどうか。 

④ 生活困窮状態にある滞納者の生活再建支援を合わせて行う「生活再建型債権回

収」の実施はどうか。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議席１1番 外山 利章 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ７ 

１．ゼロカーボンアイランド実現に向けた取り組みについて 

① ゼロカーボンアイランド構想の理念とはどのようなものか。また実現に向けた

課題整理、目標設定、タイムスケジュールの策定は行われているか。 

② ゼロカーボンアイランドの実現には、推進体制の構築が不可欠だが、主管する

専門部署の新設は。また人員の確保ならびに専門性を持った職員の育成、関係

部署の連携が必要だと考えるが、どのように体制整備する予定か。 

③ 事業を着実に進めるためにも推進計画を策定し、フォローアップしながら取り

組みを進める必要があると思うが、その策定は。また全庁的な取り組みとする

ためにも政策的な位置づけを明確にする必要があると考えるがどのように行

うのか。 

④ ゼロカーボンアイランドに関する認識やゴールとなる未来像を共有するため

にも、町民への丁寧な情報提供、積極的な意見交換が必要だと考えるが、町民

説明会の開催や町民会議の活用をする予定は。 

⑤ 未来の沖永良部を担う子供たちに向けた環境問題、ゼロカーボンアイランドに

ついての学習機会の創出を学校現場でも行うべきだと考えるが、今後どのよう

に進めていくのか。 

⑥ 基幹産業である農業分野でのゼロカーボン達成に向けた取り組みは。また本町

農業の大きな転換期だと考えるが、この機会を捉え、長期的視野に立った農業

振興計画の策定を行い構想実現にあたるべきではないか。 
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通告順 
議 席 ８ 番  根釜 昭一郎 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ８ 

１．本町における空き家対策について 

町において、人口減少等に伴い各集落に空き家の存在が少なからず見受けられ

ます。地球温暖化の進行で台風の大型化、影響期間の長期化が懸念されてきます。

また、人口減少が進んでいる中での住宅不足も散見されています。そこで、本町の

現状並びに方向性についていくつか質問します。 

① 現在、本町の空き家の状況（種別ごとに）はどうなっているか。 

② 町としての対策をどのように考えているのか。 

③ 住宅の改修等に関しては、国・県の様々な助成制度があるが、本町が採用して

いる事業はいくつあるのか。 

④ 集落の人手不足がより鮮明になってきている昨今、多額の費用を投じての集合

住宅事業から、空き家の有効活用へのシフトチェンジが必要ではないか。 

 

２．船舶欠航問題について 

近年、直接の台風被害は幸いにも減少しているが、台風が近海で発生したり、停

滞したりと長期間に渡り影響を受けるようになってきています。今後、前段でも

触れましたが、地球温暖化の進行で台風の大型化、影響期間の長期化が懸念され

てきます。「離島だから…」ではなく、行政としての何らかの対策が必要だと考え

ます。 

① 長期間に渡り、船舶が欠航してしまった場合、個々の企業努力ではとても追い

つかない状況である。生鮮食料品・生活必需品の安定供給をどう考えているの

か。 

② 夏場は、特に果樹生産物の出荷時期と重なります。安定的な出荷体制を維持す

るためにどのような対策を講じているか。 

③ 本町・本島だけの問題ではないので、奄美群島全体の問題です。全体で声を上

げる必要性を感じるがどう考えるか。 
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３．島留学の今後について 

今年度より、本格的に島留学事業が進められていますが、現在の状況と今後の

方向性について質問します。 

① 昨年プレ留学、今年度より本留学の形だと認識しているが、コロナ禍という逆

境ともいえる環境の中、親子留学を採用している本町の留学生並びに保護者の

声はどういった声が上がっているのか。 

② 上城小学校の教員・児童・地域の声は。 

③ 現在は、えらぶ手帖に委託する形での事業となっていると思うが、今後の各小

学校への事業拡大へ向けての計画はどうなっているか。 

 

 

メ モ 
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通告順 
議 席 １ ０ 番 宗村 勝 

令和４年12月  日 

時 分 ～ 時 分 ９ 

１．脱炭素先行地域に選定を受けた取り組みについて 

本町並びに隣町が本年 4 月に脱炭素先行地域に選定され選定授与を受けたとこ

ろですが、各家庭で使用されている給湯器を先行地域にふさわしい環境にやさし

い給湯器を推進できないか。 

① エコキュート、エコジョーズ、エコフィール等の省エネ給湯器の推進 

② 自然エネルギーだけでお湯を沸かす太陽熱温水器の推進 

 

２．余多川の流末の点検について 

余多川の流末部分は地下に落水する様に自然が形成されておりますが、近年世

界各地で百年に一度とも言われている大洪水が発生したりしております。余多川

流域において大洪水が発生した場合、流木等が余多川の流末部分へ流入し川を堰

き止めないか懸念されます。ケイビング等の専門知識を有する皆さんに調査依頼

して安全を確認できないか。 

 

３．観光客誘致や若者の定住促進について 

本島の自然環境を活かした多種多様なアクティブスポーツ｛シーカヤック・ハ

ンググライダー（モーターグライダーを含む）等｝の導入を図ることにより観光客

等の交流人口の増大で町の活性化に繋がるとともに若者の定住促進に繋がると思

います。それらを普及させるためのプロセスとして適地の選定や施設の充実等が

必要であります。専門家に依頼して適地等のアドバイスを受けられないか。 

 

４．ゴミの不法投棄防止について 

県下一斉に毎年ゴミの不法投棄防止月間として取り組んでいますが一向に改善

されていないと感じられます。改善策はないのか伺います。 
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